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はじめに




置（Movimiento al Socialismo Instrumento Político 




30 ポイント以上差を付け，得票率 61% で圧勝し
た。国会議席数も憲法修正法案の可決に必要な 3










1985 年の普通選挙再開から 2009 年までに 7 回の
大統領選挙が実施されてきた。この間の選挙への
参加政党は，合計で 39 団体に上った。これら 7
回の選挙のうち，最多の 3 回（1989, 1993, 2002 年）
で勝利を収めたのが国民革命運動党（Movimiento 
Nacionalista Revolucionario: MNR），残る 4 回のう
ち 2 回（1985, 1997 年）が国民民主行動党（Acción 
Democrática Nacionalista: ADN），直近の 2 回（2005, 
2009 年）が MAS による勝利であった（La Razón, 4 
de agosto de 2014）。議会構成政党数は，1985 年に
は 10 政党，1989 年 5 政党，1993 年 8 政党，1997
年 7 政党，2002 年 8 政党と推移してきた（表 1）。


















































表 1　ボリビア大統領・副大統領・国会議員選挙（1985 ～ 2009 年）結果（%）
1985 1989 1993 1997 2002 2005 2009
得票 議席 得票 議席 得票 議席 得票 議席 得票 議席 得票 議席 得票 議席
第 1 政党 ○32.8 31.5 25.7 30.8 ●35.7 40.0 ●22.3 24.6 ●22.5 27.7 ●53.7 55.4 ●64.2 67.7
第 2 政党 ●30.2 33.1 ○25.2 29.2 21.1 26.9 18.2 20.0 20.9 20.8 28.6 33.1 26.5 28.5
第 3 政党 10.2 11.5 ●21.9 25.4 14.4 10.0 ○17.2 14.6 20.9 19.2 7.8 6.2 5.7 2.3
第 4 政党 5.5 6.2 12.3 6.9 ○13.8 15.4 ○16.8 17.7 ○16.3 20.0 6.5 5.4 2.3 1.5
第 5 政党 4.8 4.6 8.1 7.7 ○ 5.4 5.4 ○16.1 16.2 6.1 4.6 2.2 0.5
第 6 政党 2.6 3.8 2.9 1.9 0.8 3.7 3.1 ○ 5.5 3.8 0.7 0.3
第 7 政党 2.5 3.1 1.7 1.8 0.8 3.1 3.8 3.4 3.1 0.3 0.3
第 8 政党 2.1 1.5 1.2 1.3 1.4 2.7 0.3 0.2
第 9 政党 1.6 2.3 0.7 1.3 0.8 0.7 0.8
第 10 政党 1.3 2.3 1.1 0.8 0.5 0.6
第 11 政党 1.1 1.0 0.4
第 12 政党 0.9 0.8
第 13 政党 0.9 0.5
第 14 政党 0.8 0.4
第 15 政党 0.7
第 16 政党 0.6
第 17 政党 0.6
第 18 政党 0.6
（出所）  TSE-PNUD ［2010］より筆者作成。
（注） 得票率は大統領副大統領選挙（＝国会議員比例区）の値，議席占有率はすべて下院（130 議席）の値を示す。1985・
1989・1993 年は比例代表制，1997 年以降は小選挙区比例代表並立制選挙による。太字は MAS とその前身（1997 年統
一左翼党）を示す。網かけは，中道右派・右派政党（中道左派・左派を標ぼうした政党も，新自由主義政権与党連立
に参加した時点で中道右派とみなす）を示す。●は大統領選出政党，○は連立参加政党。
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た。このときの議会構成をみてみると，下院では
MAS が絶対多数の議席を占めたものの（全 130
議席中 72 議席），上院では劣勢（27 議席中 12 議席）
であり（TSE-PNUD ［2010: 303］），MAS の公約で
もあった制憲議会の実施詳細を定める法律のよう










2005 年選挙からさらに 10 ポイント支持を伸ばし，
64% の得票率でモラレスが再び大統領に当選し
た。また同時に MAS は，憲法の一部改正法案の
可決に必要な国会での 3 分の 2 以上の議席（1）（上






2010 年 12 月の石油燃料価格の大幅値上げ政策
（Gasolinazo）に対する市民・社会組織の抗議運
動や，2011 年 10 月からのイシボロ・セクレ国立
公園先住民居住区（Territorio Indígena y Parque 


















（Periódico Digital PIEB, 10 de octubre 2014）。

























































（Jorge Quiroga）， 恐 れ な き 運 動 党（Movimiento 






人口 上院 下院 （130）
県 2012 年統計値 比例区 比例区 小選挙区 先住民特別区
ラパス 2,706,359 4 14 14 1
サンタクルス 2,655,084 4 13 14 1
コチャバンバ 1,758,143 4 9 9 1
ポトシ 823,517 4 6 7 0
チュキサカ 576,153 4 5 5 0
オルロ 494,178 4 4 4 1
タリハ 482,196 4 4 4 1
ベニ 421,196 4 3 4 1
パンド 110,436 4 2 2 1
合計 10,027,262 36 60 63 7
（出所）TSE ［2014b: 4］，Ley No. 421 ［2013］ に基づき筆者作成。
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図 1 は，2014 年 6 月から 9 月までに実施され
た民間調査会社 IPSOS および MORI による投票
意思に関するアンケート調査の値の推移と，同年





メディナと 3 位のキロガの間で，8 月（IPSOS 第











de Partidos Políticos）第 44 条に従い，彼らを候
補として擁立した両党は，政党としての法人格




返る。使用するデータは，2014 年 7 月 28 日から
図 1　2014 年ボリビア大統領選挙・投票意思の推移と投票結果
（出所） La Razón （16 de octubre de 2014），MORI ［2014: 9］，TSE （www.oep.org.bo/
Computo2014）をもとに筆者作成。
（注） 横軸の日付はアンケート調査実施期間，カッコは調査実施機関。ただし 10 月 12 日の
TSE（選挙裁判所）は在外投票も含めた公式発表値。
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1 点目の投票統制に関して，まず MAS の母体
となる社会組織の一つ「全国農民労働者組合連
合（Confederación Sindical Única de Trabajadores 
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党員の切り崩しを図っている（遅野井 ［2010: 9］; 
LARR ［2009］）。切り崩しの対象となったのは，
一つには左派で支持層が重なる恐れなき運動党









所属政党の移籍を決めたという（La Razón, 13 de 
agosto de 2014）。さらに，9 月初旬には恐れなき





















エチェベリア（Jessica Echeverría）の MAS への
所属変更である。エチェベリアは，ボリビア発
展計画（Plan Progreso para Bolivia - Convergencia 
Nacional: PPB-CN） の 下 院 代 理 議 員（diptado 
suplente）として，ハンストなど反政府抗議運動


























その模様は国営放送で流された（La Razón, 28 de 







がっている，と野党を一刀両断した（La Razón, 30 





37ラテンアメリカ・レポ トー Vol.32  No.1
 論稿 ¦ Article
の選挙で，マスメディアを通じた選挙運動が許





点から強く非難された（La Razón, 21 de agosto de 
2014）。また同時期，8 月 22 日にラパス市の北東











れ 13 万ボリビアーノス（日本円にしておよそ 230
万円弱）の罰金の支払いを命じている（La Razón, 















ある（La Razón, 2 de octubre de 2014; 7 de octubre 
de 2014）。この背景には，ボリビアでは小選挙
区比例代表並立制が導入されてから，1997 年，




（Carlos Cordero）によれば，初回が推定 30 万票，
2 回目以降が，60 万，90 万，120 万票弱と，交差
投票が着実に増えてきたという（La Razón, 27 de 
octubre de 2014）。MAS は，大統領・副大統領候
補（比例区）には自党に投票しながらも，小選挙
区で別の政党に投票される事態に直面し，議会で













一つ革命左翼運動党（Movimiento de la Izquierda 
Revolucionaria: MIR）に所属し，政府高官も務め
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り国民統一党党首として大統領選挙に毎回出馬
し，得票率は 2005 年が 7.79%，2009 年にはさら















では社会民主権力党（Poder Democrático Social: 
PODEMOS）党首として出馬し，28.59% の得票率




















にも投票し得る」（La Razón, 15 de septiembre de 
2014），「支持層は同じ中間層のセクター」と指摘







Razón, 29 de septiembre de 2014）。キロガはこれ
に対して，民主統一党が 2002 年大統領選挙で国
民革命運動党候補だったサンチェス ･ デ・ロサダ




反発した（La Razón, 19 de septiembre de 2014）。
両党の政策提案についていえば，ドリア・メ
ディナが民主統一党の目玉政策としてアピール
したのが技術革新センター（Centro de Innovación 
Tecnológica）の設立で，全国に 100 施設を整備し，
毎年 1 施設あたり 500 人，全国で年間 5 万人，5
年間で 2 万 5000 人に対して職業訓練の機会を提
供し，零細中小企業レベルの産業育成を進める
とした（La Razón, 16 de septiembre de 2014; 25 de 




ルしている（La Razón, 25 de septiembre de 2014; 
1 de octubre de 2014）。一方，キロガが行った具
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体的政策案としては，現在 MAS が完全に実権を
握っている国営企業の所有権を国民に戻すべく，
国営企業の株券 1 万ドル相当分を 1 人分として成
人した国民全員に分配し，国民は年間 140 ドル程
度の配当金を得られる制度を提案した（La Razón, 








MAS は全国で 61.36% の得票率を獲得し，議会
での議席占有率ももくろみどおり 3 分の 2 を上
回った。図 2 は MAS の得票率について，2005
年選挙から今回を含む 3 回のデータの推移を県ご
とに示したものである。
MAS の選挙地盤は従来，中西部地域（図 2 の
左から 5 県目まで）に集中していたが，2005 年か
ら 2009 年には東部 4 県での得票率も中西部とと
もに拡大させている。ただし，2009 年時点では，









中西部 5 県のうち，4 県で得票率を減少させたこ
とが確認できる。
表 3 は，県別の各党の獲得議席数を示したもの
である。MAS は上院では 25 議席，下院では 88
議席を獲得し，単独で 3 分の 2 以上の議席を押さ
チュキサカ ラパス コチャバンバ オルロ ポトシ タリハ サンタクルス ベニ パンド
2005 54.17 66.63 64.84 62.58 57.80 31.55 33.17 16.50 20.85
2009 56.05 80.28 68.82 79.46 78.32 51.09 40.91 37.66 44.51












図 2　大統領選挙（2005, 2009, 2014 年）の MAS の県別得票率（%）
（出所） 2005 年は TSE-PNUD ［2010: 301］，2009 年は TSE ［2013］， 2014 年は TSE（www.oep.org.bo/Computo2014）をもと
に筆者作成。
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えた。MAS が選挙戦で危惧していた小選挙区の
結果も，選挙区が前回から 7 区減り 63 区となっ














内のみ 285 万 1996 票）のうち，およそ 27%（77 万
6354 票）が小選挙区では野党に投票した。これは
在外投票を含む全国での有効得票数（458 万 2786
票）で換算すれば約 17% にあたる数字である（TSE 
［2013: 1-2］）。今回の大統領選挙でも，モラレス
票（国内のみ 305 万 7618 票）のうち約 28%（85 万
3620 票）が，小選挙区では同様に MAS 以外の政
党の候補者に投票している。これは，同じく在
外も含む有効得票数全体（517 万 1428 票）で換算






















県 MAS UD PDC
MAS UD PDC
比例 小選挙 先住民 合計 比例 小選挙 先住民 合計 比例 小選挙 先住民 合計
チュキサカ 3 0 1 3 4 0 7 1 0 0 1 1 1 0 2
ラパス 4 0 0 8 14 1 23 4 0 0 4 2 0 0 2
コチャバンバ 3 1 0 5 8 1 14 3 1 0 4 1 0 0 1
オルロ 4 0 0 3 4 0 7 0 0 1 1 1 0 0 1
ポトシ 3 1 0 5 6 0 11 1 1 0 2 0 0 0 0
タリハ 2 1 1 2 2 1 5 1 1 0 2 1 1 0 2
サンタクルス 2 2 0 5 8 1 14 6 6 0 12 2 0 0 2
ベニ 2 2 0 2 1 1 4 1 3 0 4 0 0 0 0
パンド 2 2 0 0 2 1 3 2 0 0 2 0 0 0 0
合計 25 9 2 33 49 6 88 19 12 1 32 8 2 0 10
（出所）TSE ［2014c: 18］をもとに筆者作成。
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意思はまったくない」としているが（La Razón, 15 
de octubre de 2014），今後もこの考えが変わらな
い保証はどこにもないため，一つの起こり得るシ
ナリオとして想定される。






























派 35% のバランスの上に，2009 年と 2014 年に
確認された 17% の交差投票層の動きが加わる。
この場合，交差投票層の 5% 分が引き続き MAS
に比例区で投票すれば，MAS 政権は難なく継続



























































⑴ ボリビア新憲法 :Nueva Constitución Política del Estado 
［2009: Art. 411］。ただし，憲法の全面的な改正案
の発議は，国会での出席議員の過半数で可能である。
⑵ 2009 年選挙では小選挙区が 70 議席，下院比例区
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法 令 第 421 号 : Ley del Distribución de Escaños entre 
Departamentos ［2013］。
⑶ 法 令 第 26 号 : Ley del Régimen Electoral ［2010: Art. 
50］。
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